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９月２４日（日曜日）、第１０回
御杖保小中秋季体育大会を実施し
ました。残念ながら保育所の子ど
もたちが参加できない結果となり
ましたが、小中の児童・生徒が力
を合わせ、保育所の子どもたちの
分も精一杯頑張りました。今年は、
練習期間中とても暑い日が続き、
子どもたちの身体への負担と熱中
症の危険性について、教職員もか
なり神経を使いました。大会を参
観しながら、そんなことも思い出
し、無事開催の喜びが一層溢れて
きました。
子どもたちは、競技やダンスな

どに取り組むことを通して、友だ
ちを気遣い思いやることや、息を
合わせ心を合わせ、ひとつひとつ
の競技やダンスを完成させていく
喜びなど、たくさんのことを学ぶ
ことが出来たと思います。そして
本番、それぞれが持てる力を発揮
し、一生懸命に競技・演技を行い、
また一生懸命に友だちを応援し、
たくさんの声援を送り、心に残る
思い出の数々を作りました。参観
していた私も御杖小学校・御杖中
学校の「誇り」だと思えた素晴ら
しい体育大会でした。
来賓をはじめ、ご観覧いただい

た保護者の方々、地域の方々、ご
支援・ご協力を本当にありがとう
ございました。
最後になりましたが、児童・生

徒のみなさん！お疲れ様でした。

９月７日(木)、我が校にドイツより訪問客がありました！通訳の方を含め１０名のドイツの青年たちです。
「日独学生青年リーダー交流事業」の訪問プログラムの一環として、御杖小学校・中学校へのご来校をお願いした
訳です。この１０名の方々はドイツ本国で様々なボランティア団体に所属しておられ、日独のボランティア活動の
比較や若者の社会参画における日独の現状等の内容を、日本の関係者たちと交流し合う目的で来日された方々です。
８月２９日に日本に来日、東京周辺で約１週間過ごした後、奈良県を訪問し、我が校への来校に至りました。
子どもたちにとっては、おそらく初めてのドイツ語を話す人との交流と通訳を通しての会話の体験だったと思い

ます。英語ならともかく、聞き慣れないドイツ語に最初は少し緊張気味の子どもたちでしたが、１０名の方々も全
員とてもフレンドリーで、すぐに楽しい雰囲気になり、小学校も中学校もとても盛り上がりました。小学生には、
ドイツの遊びやドイツの小学校生活の紹介を、中学生には、ドイツの歌やクイズ形式での文化紹介、質疑応答をし
ていただきました。子どもたちからはお礼の意味を込めて、楽器演奏や歌やダンス等の披露をしました。子どもた
ちにとっても教職員にとっても、とても印象深く、心に残る貴重な学習体験となりました。

９月より新しいALT（外国語指導助手）としてスコット・モートン
先生が赴任されました。スコット先生はアメリカのテキサス州出身
の２３歳。若さ溢れる情熱いっぱいの先生です。趣味は読書とラン
ニング。好きなスポーツはサッカー。好きな日本食はお寿司だそう
です。只今、日本語を猛勉強中！頑張っておられます。もうすっか
り学校生活にも慣れてきておられますが、御杖村での生活にも慣れ、
また、どんどん日本の事も好きになって頂ければ嬉しいです！


